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第１章 計画策定の趣旨 
 
 

１ 計画策定の趣旨 
 

 

 

 

 

 

男女が、互いにその人権を尊重し、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮で

きる男女共同参画社会の実現は、社会の多様性と活力を高めるとともに、男女間の実質的

な機会の平等を担保する観点から極めて重要であり、社会全体で取り組むべき課題です。 

平成１１年に制定された男女共同参画社会基本法に基づき、本県では、平成１４年に「福

井県男女共同参画計画（平成 14 年度～23 年度）」、平成２４年に「第２次福井県男女共

同参画計画（24 年度～28 年度）」を策定し、男女共同参画の実現に向け、女性の労働力人

口比率や夫婦世帯に占める共働き世帯の割合が日本一という、本県の特徴を踏まえながら、

諸施策を総合的に実施してきました。 

平成２７年９月には、女性の採用・登用・能力開発等のための事業主行動計画の策定を

事業主に義務付ける「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下「女性活躍推

進法」という。）」が施行され、女性の活躍を一層推進していくことが求められています。 

第２次計画は、平成２８年度をもって計画期間が終了するため、これまでの成果や課題、

社会環境の変化を踏まえ、男女共同参画および女性活躍のさらなる推進に向けて、新たな

計画を策定するものです。 

 

２ 計画の位置付け 

本計画は、男女共同参画社会基本法第１４条第１項および福井県男女共同参画推進条例

第８条第１項に基づく男女共同参画社会の形成の促進に関する施策についての基本的な計

画です。 

また、女性活躍推進法第６条第１項に基づく女性の職業生活における活躍の推進に関す

る計画としても位置付けます。（該当箇所 第５章Ⅰ、Ⅱ） 

 

３ 計画の期間 

  本計画の期間は、平成２９年度から平成３３年度の５年間とします。 

 

  

「第３次福井県男女共同参画計画」は、男女共同参画および女性活躍社会の実現に向け、

施策の基本的方向と具体策を明らかにするものです。 

 また、県民一人ひとりが男女共同参画および女性活躍推進に取り組むための指針とも

なる計画です。 
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第２章 男女共同参画の現状と課題 
 

本県は、働く女性の比率や共働き率が全国トップであり、多くの女性が子育てをしなが

ら働いている現状にあります。 

第２次計画では、こうした状況を踏まえ、働く女性の活躍支援、仕事と家庭の両立推進、

男女共同参画意識の普及に関する施策を重点的に実施し、男女共同参画を推進してきまし

た。 

 

１ 福井県の男女共同参画・女性活躍に関する現状 
 

＜仕事分野＞ 

〇本県は、女性の労働力人口比率が５２．２％（全国１位）、雇用者に占める正規の職

員・従業員の割合が５４．８％（全国２位）、夫婦世帯における共働き世帯割合が      

５６．８％（全国１位）といずれも全国最上位であり、正規雇用の割合も高くなって

います。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

〇２５歳から４４歳までの育児を行っている女性の有業率は７２．１％（全国３位）、

女性の勤続年数は１１．３年（全国３位）といずれも全国上位であり、多くの女性が

子育てをしながら働いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 都道府県 割合（%）

1 福井県 52.2

2 石川県 52.1

3 長野県 51.6

4 静岡県 51.2

5 鳥取県 51.1

6 富山県 51.0

7 佐賀県 50.5

8 岐阜県 50.0

9 愛知県 50.0

10 宮崎県 49.6

47.0

女性の労働力人口比率

全国平均

［出典］H22国勢調査

順位 都道府県
雇用者に占める「正規職

員：従業員」の割合（%）

1 山形県 56.0

2 福井県 54.8

3 徳島県 54.3

4 富山県 54.0

5 高知県 53.2

6 島根県 52.4

7 鳥取県 52.1

8 石川県 52.0

9 新潟県 51.5

10 秋田県 51.3

45.4

女性の正規雇用率

全国平均

［出典］H22国勢調査

順位 都道府県 世帯割合（%）

1 福井県 56.8

2 山形県 55.7

3 島根県 54.8

4 石川県 54.8

5 富山県 54.7

6 鳥取県 54.4

7 新潟県 53.4

8 長野県 52.6

9 佐賀県 51.3

10 山梨県 50.9

45.4

共働き率

全国平均

［出典］H22国勢調査

順位 都道府県 割合（%）

1 島根県 74.8

2 山形県 72.5

3 福井県 72.1

4 鳥取県 71.8

5 富山県 68.3

6 石川県 68.2

7 秋田県 68.0

8 宮崎県 66.9

9 高知県 66.7

10 青森県 66.3

52.4
［出典］H24就業構造基本調査

育児中女性の有業率（25～44歳）

全国平均

順位 都道府県 勤続年数（年）

1 富山県 11.6

2 山形県 11.4

3 福井県 11.3

3 秋田県 11.3

3 新潟県 11.3

5 徳島県 11.2

7 福島県 10.6

7 香川県 10.6

9 岩手県 10.3

9 石川県 10.3

9.4全国平均

女性の勤続年数

［出典］H27賃金構造基本統計調査
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〇本県女性の労働力率は、出産・育児の時期となる３０歳代の落ち込みが少なく、欧州

に近い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家庭・生活分野＞ 

〇本県は、女性の生涯未婚率が５．６４％と全国で最も低く、合計特殊出生率が    

１．６３（全国１０位）、三世代同居率は１７．５％（全国２位）と全国上位となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

順位 都道府県 割合（%）

1 福井県 5 .64

2 滋賀県 6.29

3 富山県 6.72

4 岐阜県 6.77

5 山形県 6.87

6 三重県 7.09

7 茨城県 7.28

8 石川県 7.38

9 島根県 7.48

10 栃木県 7.62

10.61
［出典］H22国勢調査

生涯未婚率（女性）

全国平均

順位 都道府県 割合（%）

1 沖縄県 1.94

2 島根県 1.80

3 宮崎県 1.72

4 鳥取県 1.69

5 熊本県 1.68

6 佐賀県 1.67

6 長崎県 1.67

8 鹿児島県 1.65

9 香川県 1.64

10 福井県 1.63

1.46全国平均

［出典］H27人口動態統計

合計特殊出生率
順位 都道府県 割合（%）

1 山形県 21.5

2 福井県 17.5

3 秋田県 16.4

4 新潟県 16.4

5 富山県 16.1

6 福島県 15.3

7 岩手県 15.1

8 鳥取県 14.8

9 佐賀県 14.7

10 島根県 14.3

7.1
［出典］H22国勢調査

三世代同居率

全国平均

※「労働力率」は、15歳以上人口に占める労働力人口(就業者＋完全失業者）の割合。 

日本とアメリカは 2014年、福井県とその他の国は 2013年の数値。 

出典：内閣府「男女共同参画白書 平成 27年版」 

   福井県「就業実態調査（平成 25年）」 

女性の年齢別労働力率の国際比較（Ｍ字カーブの状況） 
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２ 第２次計画の主な施策と現状・課題 
 

（１）働く女性の活躍支援 

 

＜主な施策と成果＞ 

〇お茶の水女子大学との連携による「未来きらりプログラム」開講 

 ・平成２４年度に、女性リーダーに必要な知識とスキルを学ぶ「未来きらりプログラ

ム」を開講し、企業における女性の人材育成を支援しました。 

・平成２８年度に、製造業で働く技術職・技能職の女性を対象とした「製造業リーダ

ーコース」を新たに開設しました。 
 

受講者（累計）９０社、１７１名 ⇒ 管理職１３名、リーダー８名が誕生（H28） 

※ふくい女性ネット(H20～)参加者を含む 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「ふくい女性活躍推進企業」制度の創設 

・平成２７年度に、女性活躍推進法の施行に合わせ、女性の採用・育成・登用を積極

的に推進する企業を認証する「ふくい女性活躍推進企業」制度を創設しました。 

・登録企業について、県主催合同企業説明会において企業ＰＲを行ったほか、優れた

成果を上げた女性を表彰しました。 
 

登録企業数（H27）82社 →（H28）135社  

 

 

 

 

 

 

 

  

講義（女性リーダー論やキャリアデザイン

など） 

仮想プロジェクト（分析力や企画力、プ

レゼン力の向上） 

推進企業の登録証交付式・ 

グッドジョブ女性表彰式 
県主催合同企業説明会による企業ＰＲ 
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〇ふくい女性活躍支援センターの機能強化 

・平成２６年度に、「ふくい女性活躍支援センター」において、新たに就職相談・職

業紹介や保育所・子育て相談を開始し、女性の再就職や育児休業からの円滑な復帰

支援についてワンストップサービス化を図りました。 
 

相談者数 （H25）215名、（H26）629名、（H27）1,073名、（H28）775名 

就職者数 （H25） －名、（H26） 38名、（H27）  88名、（H28） 71名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状・課題＞ 

〇就労者のうち管理的職業従事者に占める女性の割合は１１．３％と増加してきている

ものの、全国平均を下回っています。 

 

      ［就労者のうち管理的職業従事者に占める女性の割合の推移］                  

 平成 14年 平成 19年 平成 24年 

福井県 7.01% 9.73% 11.34% 

全国 11.04% 11.16% 13.44% 

順位 46 28 36 

資料出所：総務省「就業構造基本調査」 

 

〇本県が平成２７年度に実施した「企業における女性活躍に関する調査」では、約７割

の企業が、今後、人事戦略として女性の活躍および登用を重視するとしていますが、

実際に女性の活躍や登用を促す方策を行っている企業は、約４割に留まっています。 

 
今後、人事戦略として女性の活躍および登用を重視するか… 

                「重視する」66.6% 「重視しない」28.5% 

 女性活躍や登用を促す方策を行っているか… 

                「行っている」40.4% 「行っていない」56.0% 

                      資料出所：福井県「企業における女性活躍に関する調査」(平成 27年) 

  

女性活躍支援センター（生活学習館内） 再就職セミナーの開催 
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（２）仕事と家庭の両立推進 

 

＜主な施策と成果＞ 

〇企業子宝率調査による「子育てモデル企業」の普及 

 ・平成２３年度に、全国の自治体で初めて「企業子宝率」調査を実施し、社員の子ど

もの数が多く、子育て支援が充実している企業を「子育てモデル企業」に認定しま

した。認定企業の取組みを紹介し、子育て環境を改善する企業の拡大を図りました。 

 

認定企業数 （H23）7社 →（H28）累計 41社 

 

〇ゼロ歳児育児休業を応援する企業の支援 

 ・平成２５年度に、子どもが１歳になるまでの育児休業取得を進めた企業に対する奨

励金制度を創設し、子どもが小さいうちは家庭内で子育てすることも選べる環境づ

くりを進めました。 

 
対象企業数 （H25）35社、（H26）44社、（H27）50社、（H28）47社 

 

〇ふくい３人っ子応援プロジェクトの拡充 

 ・平成２７年度に、第３子以降の子どもの保育料、一時預かり等の利用料等の無料化

を「３歳未満」から「小学校就学前」までに拡大し、多子世帯の経済的な負担を軽

減しました。 

 
合計特殊出生率 （H23）1.56 →（H27）1.63 

 

〇子育てを応援する職場環境づくりの推進 

 ・平成２７年度から、企業の職場管理者等を対象に、子育てを応援する意識を啓発す

るイクボスセミナーを開催し、子育てしながら働きやすい職場環境づくりを進めま

した。 

 

  

県内外企業の先進的な取組み事例紹介 
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〇家事チャレンジ検定の実施 

 ・平成２４年度から、男性の家事参加のきっかけづくりとして、料理や掃除など家事

の基本を学ぶ「家事チャレンジ検定」を実施しました。 
  

       参加者 3,702人（H24～H28） 

 

 

 

 

 

＜現状・課題＞ 

〇育児休業取得率については、女性の９１．２％が取得する一方で、男性の取得は 

１．２％と依然低い状況にあります。 
 
     ［育児休業取得率］                  

 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

男性 0.9% 2.5% 1.7% 2.2% 1.2% 

女性 91.3% 84.5% 89.3% 92.4% 91.2% 

資料出所：福井県「福井県勤労者就業環境基礎調査」 

 

〇本県が平成２７年度に実施した「男女共同参画に関する県民意識調査」では、家庭生

活において、男性は女性に比べて家事参加率が低く、特に食事のしたくや洗濯につい

ては、ほんどしない男性が５割を超えています。 
 

   ［家庭内での役割分担］ 

 いつもする・時々する ほとんどしない まったくしない 

総 数 男 性 女 性 総 数 男 性 女 性 総 数 男 性 女 性 

食事のしたく 63.7％ 37.7％ 86.8％ 16.9％ 30.0％ 5.3％ 12.8％ 23.7％ 3.2％ 

食事の後かたづけ 73.8％ 56.6％ 89.1％ 12.3％ 21.5％ 4.0％ 7.9％ 14.8％ 1.8％ 

洗濯 61.8％ 34.4％ 86.2％ 14.6％ 24.7％ 5.6％ 17.4％ 33.3％ 3.2％ 

掃除 73.6％ 56.2％ 89.1％ 13.5％ 24.7％ 3.5％ 6.8％ 12.4％ 1.8％ 

育児 26.2％ 21.3％ 30.6％ 3.5％ 5.7％ 1.6％ 4.5％ 7.3％ 1.9％ 

看護・介護 12.3％ 9.0％ 15.1％ 4.7％ 6.9％ 2.8％ 5.0％ 7.1％ 3.2％ 

ゴミだし 64.0％ 59.4％ 68.2％ 13.8％ 14.0％ 13.5％ 14.7％ 18.9％ 10.9％ 

資料出所：福井県「男女共同参画に関する県民意識調査」（平成 27年） 

 

〇所定外労働時間については、女性の年間７２時間に対し、男性の年間１８６時間と約

約２．５倍になっています。 
 
     ［年間所定外労働時間数（事業所規模 5人以上）］                  

 平成 25年平均 平成 26年平均 平成 27年平均 

男性 150.0時間 178.8時間 186.0時間 

女性 58.8時間 61.2時間 72.0時間 

資料出所：福井県「毎月勤労統計調査」 

家事チャレンジ出張検定 家事チャレンジ実技検定 
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（３）男女共同参画意識の普及 

 

＜主な施策と成果＞ 

〇生活学習館「男女共同参画推進講座」の開催 

   ・地域リーダー養成講座、公民館・学校等への派遣講座、県内女性団体による「ふく

いきらめきフェスティバル」など男女共同参画に関する啓発事業を実施しました。 

  

       参加者 17,516名（H24～H28） 

 

〇中学生、高校生を対象とした多様な進路・職業選択を学ぶセミナーの開催 

   ・中学生を対象に「将来の職業を考えるセミナー」 

を開催し、性別に捉われない主体的な進路選択に 

ついての理解促進を図りました。 

  

       参加者 17校 1,668名（H24～H28） 

 

 

 

 

・女子高校生を対象に、「理工系分野の活躍女性セ 

ミナー」を開催し、女性が少ない分野で活躍する 

女性との交流を通じ、幅広い進路選択を応援しま 

した。 

 

       参加者 10校 2,545名（H24～H28） 

 

 

 

〇小学校における男女共同参画モデル授業の実施 

   ・平成２７年度から、小学校５年生を対象に、家庭 

における仕事の分担を考える「男女共同参画に関 

するモデル授業」を実施しました。 

 

       実施校 9市 13校（H27～H28） 

 

 

  
男女共同参画モデル授業 

女性建設技術者による体験談 

女性研究者や技術者との交流 
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＜現状・課題＞ 

〇県民意識調査（平成２７年）では、「男は仕事、女は家庭」という性別による役割分

担を肯定する人は３５．５％と前回調査（平成２２年）の４６．５％から減少しまし

た。特に女性では肯定する人は２８．８％と前回の４３．２％から大幅に減少してい

ます。一方、肯定する人を性別で見ると、女性より男性の方が高く、年代別で見ると

６０歳代以上で比較的高くなっています。また２０代の男性は肯定する人が４１．２％

と前回の３２．３％より高くなっており、若い世代にも性別による役割分担意識が依

然見られます。 

 
［性別による役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」という考え方について）］ 

 否定派 肯定派 

総数 男性 女性 総数 男性 女性 

全  体 51.1% 

（47.7%） 

44.4% 

（46.1%） 

57.1% 

（50.3%） 

35.5% 

（46.5%） 

43.0% 

（49.7%） 

28.8% 

（43.2%） 

年

齢 

20歳代 51.4% 

（58.2%） 

50.0% 

（54.8%） 

52.8% 

（60.4%） 

35.7% 

（32.9%） 

41.2% 

（32.3%） 

30.6% 

（33.3%） 

30歳代 50.0% 

（53.3%） 

39.1% 

（45.6%） 

58.3% 

（59.8%） 

29.7% 

（35.3%） 

39.1% 

（45.6%） 

22.6% 

（26.8%） 

40歳代 57.7% 

（56.8%） 

46.5% 

（54.7%） 

66.3% 

（58.2%） 

33.1% 

（35.5%） 

43.7% 

（39.1%） 

25.0% 

（33.0%） 

50歳代 56.1% 

（60.5%） 

50.9% 

（61.1%） 

61.3% 

（59.8%） 

32.5% 

（35.5%） 

37.7% 

（37.0%） 

27.4% 

（33.9%） 

60歳代 50.2% 

(43.9%) 

45.2% 

（45.8%） 

54.8% 

（42.2%） 

41.0% 

（54.3%） 

47.8% 

（53.3%） 

34.7% 

（55.2%） 

70歳以上 38.8% 

（27.6%） 

32.5% 

（20.8%） 

45.1% 

（33.1%） 

45.5% 

（68.8%） 

54.2% 

（76.0%） 

36.6% 

（62.9%） 

※括弧内は前回（平成 22年）調査結果 資料出所：福井県「男女共同参画に関する県民意識調査」（平成 27年） 

 

  

  



 10 

第３章 本県が目指す社会 
  

働く女性の活躍支援や仕事と家庭の両立推進など、これまでの成果や課題を踏まえ、さらな

る施策展開が必要です。本計画では、第２次計画の考え方を継続し、男女共同参画および女性

活躍の推進により、「男女が共に家庭、職場、地域で希望を持って活躍できる社会」を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                   ※第２次福井県男女共同参画計画の考え方を継続 

また、本県は「幸福度日本一」（「全 47 都道府県幸福度ランキング 2016 年版」日本総合研

究所）と評価されており、本計画では、「幸福を分かち合う」という観点を新たに加え、特に

「職業生活」および「家庭生活」において、男女が助け合い、支え合いながら共に充実した生

活を送ることのできる社会を目指します。 

 

 

  

 
＝ 本県が目指す社会 ＝ 

 
「男女が共に子どもから高齢者まで、互いにその人権を尊重し、家庭・職

場・地域でそれぞれの考え方や能力を生かして協力し合い、希望を持っ

て活躍できる社会」 
 

１ 性別に関わりなく、多様な生き方やライフスタイルが選択できる社会 

男性も女性も共に人生のどの時期においても、性別による固定的な役割に縛られる

ことなく、自らの意思により、生き方やライフスタイルを自由に選択できる社会を

目指します。 

２ 男女が共に子育てや介護をしながら働き続けられる社会 

男性も女性も共に、人生の段階に応じて、仕事と家庭との両立を図りながら、家事、

子育て、介護等に主体的に関わることができる社会を目指します。 

３ 男女が家庭でも地域でも会社でも個性と能力を発揮し、活躍できるよ

う支えあう社会 

男女が、家庭をはじめとしたあらゆる場面において、それぞれの持つ個性と能力を

十分に発揮して活躍できるよう、男女が共に支えあい、助け合い、協力し合う社会

を目指します。 

 
福井の幸せライフ「男女がともに幸福を分かち合う社会」 

 

・ 職業生活において、男女が互いに優れた特性を認め合い、その能力を最大限 

に発揮することのできる社会 

・ 家庭生活において、ライフスタイルに応じ家族が支え合い生活を楽しみ幸福 

を実感できる社会 
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第４章 本計画における重点プロジェクト 
  

「男女がともに幸福を分かち合う社会」の実現に向け、本計画においては、次のプロジェク

トを重点的に進めていきます。 

 

 

１ 「新共働き」創出プロジェクト 

 

 

 

 

 ①女性の「仕事も家庭も頑張りたい」を実現する働く場づくり 

  ・すでに「働く女性日本一」の福井において、今後さらに女性リーダーを輩出し、いきい

きと輝く「アクティブ・ウーマン」を増やすため、長時間労働を前提としない働きやす

い職場を実現し、女性の意欲と能力が発揮できる環境を拡大します。 

 

 ②家族みんなで「家事・育児を楽しむ」ライフスタイルへの転換 

  ・家事・育児を「負担」と考えるのではなく、「一緒に楽しむ」ものと捉えて、男女がと

もに支え合いながら家事・育児を楽しみ、仕事も家庭もともに充実するライフスタイル

を実現します。 

 

 

２ 男女共立を担う「未来人材」育成プロジェクト 

 

   

 

 

 ①将来の生き方を考える「ライフデザイン教育」の推進 

  ・長期的な視点で自らの仕事や結婚、子育てなどの「ライフデザイン」を描き、人生のあ

らゆる段階で主体的な選択を行うことができる能力を育成します。 

 

 ②１００年ライフを生き抜くための「セルフブランド」の開発・向上 

  ・技術革新や長寿命化などによる社会の大きな変化に対応し、男女がともに自立した生活

を送ることができるよう、自己の知識や技能（セルフブランド）を磨き続けるための環

境づくりを進めます。 

 

女性に負担が多い「共働き」を改革し、夫婦がともに仕事も家庭も充実し幸福を実感する 

「新共働き」を増やします。 

 

男女が共に自立しながら、多様な生き方を選択し、夢や希望を実現する能力を身につけた 

「未来人材」を育成します。 
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第５章 施策の基本的方向 
 

本計画では、男女共同参画および女性活躍を推進するため、次の施策を展開します。 

特に重点プロジェクトである「新共働き」創出については、Ⅰ アクティブ・ウーマンの活

躍と、Ⅱ 男女がともに楽しむライフスタイルの実現に向けた具体策を実行します。また、男

女共立を担う「未来人材」育成については、Ⅲ 男女共立の次世代育成に掲げる施策を重点的

に進めます。 

 

 

  

ⅠⅠ  アアククテティィブブ・・ウウーーママンンがが活活躍躍すするる社社会会のの実実現現  
１ 女性活躍を積極的に進める企業の拡大 

２ 女性のキャリアアップ支援 

３ 働き方改革と両立支援の充実 

４ 女性の創業・再就職の支援 

  

ⅡⅡ  男男女女ががととももにに楽楽ししむむラライイフフススタタイイルルのの推推進進  
１ 仕事も家庭も共に充実する生活の実現 

２ 子育て・介護支援の充実 

  

ⅢⅢ  男男女女共共立立のの次次世世代代育育成成 

１ 家庭や学校における男女共同参画教育の普及 

２ 若者のライフデザイン支援 

 

ⅣⅣ  地地域域ににおおけけるる男男女女共共同同参参画画のの推推進進  
１ 地域活動における男女共同参画の推進 

２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進 

 

ⅤⅤ  女女性性のの安安全全・・安安心心のの確確保保 

１ 生涯を通じた女性の健康支援 

２ 高齢者、障害者、外国人等が安心して暮らせる社会づくりの推進 

３ 女性に対する暴力の根絶 
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１ 女性活躍を積極的に進める企業の拡大 

 〇企業における女性活躍の推進 

・女性活躍の推進を経営の重点課題に位置付け、女性の採用・育成・登用を積極的に進

める企業を増やします。また、成果を上げた女性の表彰や女性を中心とするプロジェ

クトの推進などにより、企業で活躍する女性を応援します。 

    
主な事業等  「ふくい女性活躍推進企業」の認証・支援（H27～） 

           女性活躍推進法に基づく「事業主行動計画」の策定・認定支援［国］（H27～）  

優れた成果を上げた女性を表彰する「ふくいグッドジョブ女性表彰」の実施（H27～） 

女性を中心とする「女性活躍プロジェクトチーム」の活動支援 など 

            

・合同企業説明会等において「女性活躍推進企業」を積極的にＰＲするとともに、「就

活女子応援員」による女子学生との交流や、ふくい女性活躍支援センターにおける求

人紹介などにより、企業の女性採用を支援します。 
 
    主な事業等  合同企業説明会など学生向け就活イベントにおける企業ＰＲ 

就活女子応援員による女子学生の県内企業への就職促進 

ふくい女性活躍支援センターによる女性求人紹介 

ふくいジョブカフェやふくいＵターンセンターによる就職支援 

建設工事の入札参加資格審査において女性技術者を雇用する企業を加点評価（H28～） 

県ポータルサイト「ふくい女性活躍ｎｅｔ」における女性活躍推進企業紹介（H28～） 

県外在住の女性の中途採用を進める「プラス１雇用」の促進（H28～） など 

 
・男女雇用機会均等法の遵守や、セクシャルハラスメント、マタニティハラスメントな

ど職場における各種ハラスメント防止等について、労働局と連携して周知・啓発を進

めます。 

 
    主な事業等  男女雇用機会均等法や育児・介護休業法等の関係法令の定着［国］ 

福井県労使相談センター等による労働相談の実施 など 

 

目標項目 現状 目標 

「ふくい女性活躍推進企業」登録数［累計（H27 年度～）］ 
１３５社 

（Ｈ２８年度末） 

２５０社 

（Ｈ３３年度末） 

 

Ⅰ アクティブ・ウーマンが活躍する社会の実現 

本県は、働く女性の比率や共働き率が日本一高く、また多くの女性が子育てをしながら働

いています。女性社長の比率も全国上位であり、女性活躍の先進県です。一方、女性管理職

比率は全国と比べて低い状況にあります。 

今後さらに多くのリーダー女性を輩出し、いきいきと輝く「アクティブ・ウーマン」を増

やすため、長時間労働を前提としない働きやすい職場を実現し、女性の力が最大限に発揮で

きる社会を実現します。 

 

 

 

＊「主な事業等」中、福井県において女性の活躍推進に向け組織体制を整備した平成２７年度以降、新たに実施

している事業等には下線を引いています。事業等については、計画期間中も毎年度追加・更新します。 
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２ 女性のキャリアアップ支援 

〇女性リーダーの育成 

・お茶の水女子大学と共同開発した独自の女性人材育成プログラム「未来きらりプログ

ラム」や、生活学習館における女性のキャリアアップ研修の拡充等により、企業の女

性リーダー育成を支援します。 
 

主な事業等  女性リーダー育成研修「未来きらりプログラム」（企業リーダーコース）の実施 

同 製造業で働く女性技術者・技能者向け「製造業リーダーコース」の実施（H28～） 

         生活学習館における女性のビジネススキルアップ講座の拡充（H29～） など 

 

・女性対象研修に加え、女性を部下に持つ経営者・上司向けマネジメント力向上セミナ

ー等を拡充し、女性のキャリアアップを促進します。 
 

主な事業等   企業経営者・人事担当者向け女性活躍推進セミナーの開催（H27～） 

生活学習館における管理職のための女性人材育成セミナーの開催（H28～） 

○新 女性部下を持つ上司を対象とする「上司力養成コース」の実施（H29～） など 

 

・「ふくい女性活躍支援センター」におけるキャリア相談や、講座・研修情報の一元化

などにより、働く女性のスキル向上を支援します。 
 

主な事業等  ふくい女性活躍支援センターによるキャリア相談 

       県ポータルサイト「ふくい女性活躍ｎｅｔ」による情報の提供（H28～） など 

 

 

目標項目 現状 目標 

「未来きらりプログラム」受講者数［累計（H24 年度～）］ 
１７０人 

（Ｈ２８年度） 

３７０人 

（Ｈ３３年度） 

 

 

３ 働き方改革と両立支援の充実 

〇長時間労働の是正など男女がともに働きやすい職場環境づくり 

  ・労働局、経済団体、労働団体等と連携して、企業の働き方改革を推進し、長時間労働

の是正や年次休暇の取得促進を進めます。特に女性に比べて残業時間の多い男性の残業

を減らし、仕事と家庭の両立を図ります。 
 

主な事業等   「ふくい働き方改革推進会議」における働き方改革の推進方策の検討・実施［国］（H27～） 

        過重労働に対する指導強化［国］（H28～） など 

 

・非正規雇用労働者の正社員転換や、「同一労働同一賃金」などの待遇改善等を促進し

ます。 
 

主な事業等  非正規雇用労働者の正社員化・処遇改善を実施する企業への助成［国］ 

「同一労働同一賃金」ガイドライン（案）の策定［国］（H28） など 
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〇出産・子育てしながらキャリアを継続できる環境づくり 

  ・「企業子宝率」調査等を通じて、育児休業制度や短時間勤務制度の充実を図り、女性

が出産・子育てしながらキャリアを継続できる雇用環境をつくります。また、介護休

業制度の拡充等により、介護離職の防止を図ります。 

 

主な事業等    従業員の子どもの数「企業子宝率」が高い企業を「子育てモデル企業」に認定・普及 

次世代育成支援対策推進法に基づく「事業主行動計画」の策定・認定支援［国］  

短時間勤務の期間延長など法定以上の両立支援制度を導入する企業を奨励（H27～） 

              育児等による離職者の再雇用制度を導入する企業を奨励（H27～） 

         従業員の介護休業取得を支援する企業への助成［国］（H28～） など 

・「イクボス」宣言など、仕事と子育ての両立に対する経営者や上司・同僚の理解を進

め、子育てしながら働きやすい職場環境づくりを促進します。 

 

主な事業等 「父親子育て応援企業」の登録・普及 

育児休業取得者の代替要員を確保する企業への助成［国］ 

イクボスセミナーの開催（H27～） など 

 

・妊娠、出産、育児休業等を理由とした不利益の防止および母性保護や母性健康管理に

ついて、労働局と連携して周知・啓発を行い、女性が妊娠中や出産後も安心して働く

ことができる職場環境をつくります。 

 

主な事業等  男女雇用機会均等法等に基づく女性の母性保護及び母性健康管理の定着［国］ 

事業所向け仕事と子育ての両立支援ハンドブックによる啓発 

福井県労使相談センター等による労働相談の実施（再掲） など 

             

 

目標項目 現状 目標 

仕事と家庭の両立に向けた支援措置を導入している事

業所の割合（就業規則等により支援措置を明文化） 

［福井県勤労者就業環境基礎調査］ 

６４．９％ 

（Ｈ２７年度） 

８０．０％ 

（Ｈ３３年度） 
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４ 女性の創業・再就職の支援 

〇女性の創業の拡大 

・女性向け創業セミナーの開催や専門家による創業相談などにより、女性の創業を促進

します。 

 

主な事業等  ふくい産業支援センターによる女性創業セミナーの開催（H27～） 

ふくい女性活躍支援センターにおける女性創業相談（H27～） 

 

・自営業や専門職など個人で活動する女性起業家のスキルアップや人脈づくりを応援し、

新たなビジネス展開を支援します。 

 

主な事業等   自営業・専門職の女性を応援する「ふくい元気女子交流会」の開催（H27～） 

        女性グループによるビジネス活動への支援（H27～） 

       ○新 先輩女性社長による女性のビジネス支援（H29～） 

 

〇女性の再就職支援 

・結婚、出産、子育て等により離職した女性に対し、「ふくい女性活躍支援センター」

等において職業紹介や保育所の紹介、再就職セミナーの開催など、再就職をワンスト

ップで支援します。 

  

主な事業等  ふくい女性活躍支援センターによるワンストップ就職支援 

再就職のための企業面談会・セミナーの開催（H28～） 

ハローワークマザーズコーナーにおける就職支援［国］ など 

 

・離職した女性に対するパソコン技能、簿記技能、総務実務についての訓練など、職業

能力訓練や資格取得の支援を通じ、再就職が円滑に進むよう支援します。 

  

主な事業等  職業能力開発促進センターによる離職者向け職業訓練［国］ 

産業技術専門学院による離職者向け職業訓練 

ひとり親家庭に対する資格取得や就労等の支援 

 

 

目標項目 現状 目標 

ふくい女性活躍支援センターを通じた女性の就業・創業

件数［累計（H26 年度～）］ 

２０９人 

（Ｈ２８年度末） 

６５０人 

（Ｈ３３年度末） 
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１ 仕事も家庭も共に充実する生活の実現 

〇「家族みんなで家事・育児を楽しむ」生活スタイルの推進 

・夫婦で一緒に家事・育児を楽しむキャンペーンの実施や、親子で参加できるイベント

の開催など、家族みんなで家事・育児を楽しむ機運を醸成し、男性の意識改革と主体

的な家事・育児参画を推進します。 
 

主な事業等   料理や掃除などの基礎を学ぶ「家事チャレンジ検定」の実施 

家族で出かける機会を充実する「家庭の日」家族ふれあいデーの実施 

家族団らんの時間を増やす運動「放課後活動定休日」の実施 

子どもが１歳までの育児休業休暇を促進する企業を奨励 

新婚夫婦や新米パパママを対象とした家事・育児講座の開催（H28～） 

○新 夫婦で一緒に家事を楽しむキャンペーンの展開（H29～） など 

     

・男性が子育ての経験を通じ、働き方を見直し、積極的に家事・育児に参画するきっか

けとなるよう、男性の育児休業取得を促進します。特に配偶者の出産直後に男性が休

むことが「当たり前」になるよう育児のための休暇取得を進めます。 
 

主な事業等  男性従業員の育児休業取得を促進する企業への助成［国］（H28～） 

       「父親子育て応援企業」の登録・普及（再掲） 

        新米パパの子育てブック「パパチケット」の配布（ＨＰ掲載） 

     ○新 男性が配偶者出産時に有給休暇をとる「１week育児休暇」運動の展開（H29～）  など 

                                       

・男女がともに支え合う家庭が築けるよう、地域や職場でのつながりを活かした「めい

わくありがた縁結び」活動により、結婚の希望がかなう環境づくりを進めます。 
 

主な事業等 地域の縁結びさんや結婚相談所による結婚支援 

従業員の出会いと結婚を応援する「ふくい結婚応援企業」の登録（H27～） 

結婚ポジティブキャンペーンの展開（H27～） など 

 

目標項目 現状 目標 

男性の育児休業取得率 

［福井県勤労者就業環境基礎調査］ 

１．２％ 

（Ｈ２７年度） 

５．０％ 

（Ｈ３３年度） 

男性の配偶者の出産直後の育児休暇取得率 

［福井県勤労者就業環境基礎調査］ 

２８．１％ 

（Ｈ２７年度） 

５０．０％ 

（Ｈ３３年度） 

Ⅱ 男女がともに楽しむライフスタイルの推進 

本県は三世代同居率が全国２位であり、特に子育て世帯においては、三世代同居・近居が

約８割と高く、多世代が助け合って暮らしています。一方、男性の家事・育児時間は女性に

比べて少なく、働く女性のゆとりが少ない状況です。 

今後は、家事・育児を「負担」と考えるのではなく、「一緒に楽しむ」ものと捉えて、男

女がともに支え合いながら家事・育児を楽しみ、仕事も家庭もともに充実するライフスタイ

ルを実現します。 
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２ 子育て・介護支援の充実 

〇多様な担い手・サービスによる家事・育児の助け合いの推進 

・子育ての相談体制の充実に加え、病児デイケアなどの多様な保育サービスを推進し、

働きながら子育てしやすい環境をつくります。 

 
主な事業等  新ふくい３人っ子応援プロジェクトの実施 

民間支援団体による一時預かりなど「すみずみ子育てサポート」の充実 

          保育士等の有資格者「子育てマイスター」による子育て相談の実施 

               地域子育て支援拠点による育児相談、情報提供の実施 

               放課後子どもクラブの充実 

               病児保育施設の整備促進 

病児保育施設による病児送迎サポートの実施（H28～） など 

         

・祖父母の「孫育て」に必要な知識やスキルを学ぶ機会の提供や、孫守り休暇の取得を

奨励するなど、三世代による家事・育児の助け合いを支援します。 

 
主な事業等   三世代同居に必要となるリフォームや近居住宅の取得を支援 

従業員に孫守り休暇を取得させた企業への助成（H27～） 

○新 三世代を対象とした子育て講座の開催（H29～） など 

            

・家事時間の短縮につながる家電の活用や、家事代行サービスの利用など、家事の省力

化・外部化を進め、子育て世帯の家事負担の軽減を図ります。 

 

主な事業等  ○新 家事代行サービスや家電の活用など家事の外部化・省力化を普及（H29～）  など 

 

〇介護予防・介護支援の拡充 

・高齢者のスポーツ等を通じた健康づくりや、介護予防、要介護度改善などの自立支援

を促進し、健康で元気な高齢者（アクティブ・シニア）を増やします。 

 
主な事業等    高齢者が参加するスポーツ体験会等の開催を支援（H27～） 

                 ○新 高齢者が行う世代間交流や高齢者同士の交流活動を支援（H29～） 

要介護度の改善に成果を上げた事業所への支援（H27～） 

ふくい認知症予防メニューの普及（H27～） など 

            

・医療と介護の連携による２４時間対応の在宅ケア支援や、介護施設の計画的な整備な

どにより、家庭における介護負担の軽減を図ります。 

 
主な事業等  在宅医療・介護サービスを一体的に提供する地域包括ケア体制づくりの推進 

24時間対応の訪問介護など在宅サービスの充実 

                  介護施設の計画的な整備 など 
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１ 家庭や学校における男女共同参画教育の普及 

〇家庭教育のための啓発・学習の促進 

・子どもの「お手伝い」の機会を増やすなど、日常生活において、多様な経験を積むこ

とができるよう、保護者向けに家庭教育の啓発や支援を行います。 

 

主な事業等 家庭教育支援リーフレットによる啓発（H28～） 

ＰＴＡと連携した保護者向け家庭教育研修を実施（H28～） 

テレビ番組等を活用した保護者の家庭教育の支援 など 

 

・幼稚園、保育所等において、園児が自分の気持ちを伝える力、友達との思いの違いに

気づき相手の立場に立って思いやる力の育成に努めます。 

 

主な事業等 幼児教育支援プログラムの策定・実践 

市町幼児教育アドバイザー・園内リーダーの育成・配置（H27～） など 

 

〇学校における男女共同参画およびライフプラン学習の推進 

・小学校における男女共同参画モデル授業の普及など、家庭の仕事の分担を考える機会

を提供し、男女が互いに協力し合い、家族の一員としての役割を果たすことの重要性

についての理解を促進します。 

 

主な事業等 小学生向け男女共同参画パンフレットによる啓発 

小学５年生を対象とした男女共同参画に関するモデル授業の実施（H27～） など 

 

・中学生や高校生を対象に、長期的な視点で自らのライフプランと将来の職業を考える

機会を提供し、性別にかかわりなく、主体的に進路を選択する力を身につける教育を

進めます。 

 

主な事業等   高校生向け「将来の職業を考える」パンフレットによる啓発 

○新 中学生向け「将来の職業と男女共同参画を考える」パンフレット制作・配付（H29～） 

中学生を対象とした「将来の職業を考えるセミナー」の開催 

Ⅲ 男女共立の次世代育成 

本県では、独自の「福井型１８年教育」により、小中学生の学力・体力は全国トップクラ

スを続けています。子どもたち一人ひとりがふるさと福井への誇りや愛着を持ちながら、将

来、様々な分野で活躍できるような教育を進める必要があります。 

このため、男女が共に自立しながら個性と能力を発揮し、人生のあらゆる段階で主体的な

選択を行うことができるよう、長期的な視点でライフデザインを描くとともに、男女共同参

画についての理解を促進します。 
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高校生を対象とした「理工系分野の活躍女性セミナー」の開催 

「ライフプラン学習」副教材による啓発（H28～）  

福井で働く女性紹介冊子（福女のススメ）の制作・配付［福井市］（H28） など 

 

〇メディアを通じた男女共同参画の啓発 

・男女共同参画に関する新聞記事を使った教育活動や、将来の進路・職業選択の参考と

なるような福井で活躍する先輩・社会人の紹介など、メディアと連携し、男女共同参

画とライフデザイン設計の啓発を行います。 

 

主な事業等 NIE(Newspaper in Education)による教育活動 

地元紙による若者の夢と地元定着を応援するプロジェクトの展開 など 

 

・メディアを通じて流れる様々な情報を主体的に収集、判断し、適切に発信することが

できるよう、メディア・リテラシーの向上を図ります。 

 

主な事業等 高校生を対象とした情報モラル講演会の開催 など 

 

・メディアに対して男女の人権を尊重した表現を行うとともに、固定化された性差にと

らわれない表現とするよう働きかけます。 

 

主な事業等 メディアに対する男女の人権を尊重した表現の働きかけ など 

 

 

目標項目 現状 目標 

男女共同参画モデル授業を実施する市町 
９市町 

（Ｈ２８年度） 

県内全市町 

（Ｈ３３年度） 

 

２ 若者のライフデザイン支援 

〇大学生等へのキャリア教育の推進 

・男女が長期的な視点で自らの人生設計を行い、性別にとらわれず、主体的に生き方を

選択できるよう、男女共同参画の視点に立ったキャリア教育を推進します。 

 

主な事業等 就活女子応援員と女子大学生との交流会の開催 

女子大学生と働く女性との交流会「キャリア・カフェ」の開催 

             大学におけるワーク・ライフ・バランスを含めたキャリア教育の推進 など 

 

・大学連携センター（Ｆスクエア）における県内大学の共通講義への参加や、大学生に

よる合同大学祭の開催など、大学の枠を超えた様々な学習・交流体験を積むことによ

り、男女が共に自立しながら協力し合うことの理解を深めます。 
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主な事業等 大学連携センター（Ｆスクエア）における共通講義の開講（H28～） 

      県内大学生による合同大学祭「ふくい大学祭」の開催（H28～） 

若者チャレンジクラブによる学生や若者の相互交流の促進 など 

          

〇ライフステージに応じたセルフブランドの開発・向上 

・人工知能やロボットなど著しい技術革新の進展にあわせ、働き方を変革し、男女がと

もに自立した生活を送ることができるよう、新たなビジネススキルや知識を習得する

ための機会の提供や、多様なネットワークづくりを通じ、「セルフブランド」（自己

の知識や技能）の開発・向上を支援します。 

 

主な事業等  学びなおし総合情報サイトにおける講座や資格情報の一元的発信 

       働きながら大学や大学院で学ぶ社会人に対し奨励金を支給 

学びなおしサポートセンターによるキャリアアップ相談や資格情報の提供（H28～） 

最先端 IT技術セミナーの開催（H28～） 

  ふくい産業支援センターによる創業相談や起業セミナーの実施  

○新 人工知能やロボットなど最新技術動向や活用スキルを習得する講座の実施（H29～）  

など 

 

・生涯学習センター等におけるリカレント教育の充実を図り、学びを地域や職場におけ

る実践につなげます。 

 

主な事業等  ふるさとを知るための講座や地域活動につながる実践型講座の開設（H28～） 

       生涯学習ネットワークシステムによる県内講座情報の一元的発信 など 
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 １ 地域活動における男女共同参画の推進 

  ・男女共同参画に関する講座・イベントの開催や、パンフレット配布、パネル展の実施

などを通じて、男女共同参画意識の啓発を進めます。 

 
主な事業等 生活学習館における男女共同参画講座の開催 

男女共同参画月間（6月）における普及啓発キャンペーン 

          ふくいきらめきフェスティバルの開催 

          男女共同参画を推進する団体や個人に対する表彰の実施 

          ふくい女性財団による男女共同参画の推進活動の支援 など 

   

  ・子ども会や婦人会等の地域活動、福祉ボランティアや食育ボランティア等の社会貢献

活動、交流拡大につながるまちづくり活動など、様々な分野において女性の力が発揮

できるよう、活動支援や情報発信などを行います。また、自治会などの団体役員への

女性の登用を促進します。 

 
主な事業等 交流事業を進める県民共働グループへの活動支援（H28～） 

ボランティア活動やＮＰＯ活動の普及、情報提供 

          地域における子ども見守り活動の実施 など 

 

・女性グループによる農産物の直売や加工品生産などの高付加価値化を進めるととも 

に、女性の農林水産業関連の経営者育成や農山漁村における女性が働きやすい環境づ

くりを推進します。また、農林水産団体の役員等への女性の登用を拡大します。 

 
主な事業等 女性のアイデアを活かした農産物の加工品開発への支援（H27～） 

      女性「農業士」「漁業士」「林業士」の認定促進 

          農林漁業の技術・経営向上のための技術研修会の実施 

家族経営協定の締結促進 

農業協同組合や漁業協同組合、森林組合の正組合員への女性の加入促進 

          農業委員、農家組合、生産組合への女性の参画促進 など 

 

 

 

本県では、子育てや福祉などの地域活動やまちづくり活動など、地域において、女性が積

極的に活動しています。また、農山漁村においても、多くの女性グループが活動するなど、

女性が重要な役割を担っています。 

今後、人口減少時代を迎える中、活力ある地域社会を維持・発展させていくため、「女性

の力」をさらに活かし、多様な分野において女性が活躍できる社会を実現します。 

Ⅳ 地域における男女共同参画の推進 
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  ・消防活動に加え、火災予防の普及啓発、住民に対する防災教育・応急手当指導など、

女性の視点に立ち、地域の安全・安心の確保に向け、活動を行います。 

 
主な事業等 消防団への女性、学生等の加入促進 

消防職員や警察官など防災担当職員への女性の採用・登用拡大 

女性警察官等の避難所や仮設住宅等における相談受理、防犯指導等の実施 など 

 

 

 ２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進 

  ・政策や方針の決定の際に女性の意見がより反映されるよう、県や市町の審議会等にお

いて、女性委員を積極的に登用します。 

 
主な事業等 県の審議会等における女性委員の積極的な登用 

          市町の審議会等における女性委員の積極的な登用 など 

 

・女性活躍推進法に基づく県および市町「特定事業主行動計画」を着実に推進し、行政

分野における女性の管理職・リーダー登用を拡大します。 

 
主な事業等 福井県女性活躍推進計画による女性管理職等の登用促進（H28～） 

      福井県教育委員会特定事業主行動計画による女性管理職等の登用促進（H28～） 

福井県警察におけるワークライフバランス等の推進のための取組計画の推進（H28～） 

市町における女性管理職等の登用促進 など 

 

 

目標項目 現状 目標 

県の審議会等における女性委員の占める割合 
３２．６％ 

（Ｈ２７年度末） 

４０．０％ 

（Ｈ３３年度末） 
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１ 生涯を通じた女性の健康支援 

 〇女性の健康づくりの支援 

  ・女性特有の子宮頸がん、乳がんの早期発見・早期治療につなげるため、がん検診の受

診率を向上させるとともに、婦人科疾患、更年期障害等の様々な心身の悩みに関する

健康相談など、女性のライフステージに応じた健康づくりを支援します。 

 
主な事業等   働く女性のための休日がん検診の実施 

小規模事業所に対する子宮・乳がん検診費用の補助 

女性の健康問題に関する医師や助産師による相談窓口の開設 など 

 

・喫煙や性感染症など女性の健康に大きな影響をもたらす問題について、正しい知識の

普及や、薬物犯罪の取締り徹底などの対策を推進します。 

 
主な事業等 多数の人が利用する施設における禁煙・分煙措置の推進 

小中高校におけるたばこの健康被害など喫煙防止の指導 

エイズの正しい知識の普及啓発や相談・検査体制の整備 

学校等における薬物乱用防止教室の開催 

違法薬物の危険性を周知する県下一斉キャンペーンの実施 など 

 

 〇妊娠・出産等に関する健康支援 

  ・安心して子どもを産み育てることができるよう、周産期医療体制の充実を図るととも

に、子育て世代包括支援センターの設置など、妊娠・出産・子育てにわたり切れ目な

い相談・支援体制を推進します。また、不妊に悩む男女の身体的・精神的な負担の軽

減や支援を図ります。 

 
主な事業等 母子保健サービスを提供する市町への専門的技術指導・助言 

総合および地域周産期母子医療センターの連携強化 

女性の健康問題に関する医師や助産師による相談窓口の開設（再掲） 

市町における子育て世代包括支援センターの設置（H27～） 

産後の母親に対する医療・生活支援の実施（H28～）  

不妊治療を受けている夫婦に対する治療費の助成 など 

 

Ⅴ 女性の安全・安心の確保 

男女共同参画社会を実現するため、生涯にわたり、男女がともに健康で豊かな生活を送る

ことが重要です。とりわけ、女性は妊娠、出産をする可能性があることから、心身の特性に

配慮した適切な対応が必要です。 

また、高齢者、障害者、外国人等においては、女性であることからさらに困難な状況にお

かれている場合があります。これらに直面する人々の人権を尊重し、安心して暮らせる環境

づくりを目指します。さらに、女性に対する暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵

害であることから、女性に対するあらゆる暴力の根絶に取り組みます。 
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 〇性に関する教育の推進 

  ・児童生徒の発達段階を踏まえて、性に関する指導内容や指導方法を検討し、学校教育

活動全体を通じて、それぞれの学校の実態に基づいた取組を進めます。 

 
主な事業等 学校における性に関する指導の推進 など 

 

 

２ 高齢者、障害者、外国人等が安心して暮らせる社会づくりの推進 

  ・高齢者の社会参加の促進や生きがいづくりを支援するとともに、住み慣れた地域で安

心して自立した生活を続けられるよう、高齢者を地域で支える環境づくりを推進しま

す。 

 
主な事業等    高齢者が参加するスポーツ体験会等の開催を支援（再掲） 

                 ○新 高齢者が行う世代間交流や高齢者同士の交流活動を支援（H29～）（再掲） 

高齢者を対象とした地域活動の担い手養成を支援 

老人クラブが行う生きがいや健康づくりのための活動を支援 

シニアグループによる地域貢献活動への支援 

シルバー人材センターの活動支援 

地域住民による「見守りネットワーク」結成の促進 など 

 

  ・障害者が安心して地域で生活できる環境の確保や、段差解消や点字ブロックの敷設等

のバリフリー化を進めるとともに、障害者の働く場の拡大、スポーツに親しむ機会の

拡充等により、障害者の自立と社会参加を支援します。 

 
主な事業等  障害者福祉施設の整備 

就労継続支援事業所へのアドバイザー派遣や施設外就労の促進 

障害者を対象とした介護人材等の育成支援 

鉄道駅や歩道のバリアフリー化、低床バス、低床車両の導入 

障害者スポーツ体験教室の開催やスポーツを通じた障害者と健常者の交流促進 

○新 障害者が身近な地域で手軽にスポーツに親しむ機会の拡大（H29～） など 

 

  ・ひとり親家庭等の親子が自立した生活を送ることができるよう、保護者の就業支援や

子どもの教育支援など、世帯や子どもの実情に応じた自立支援を行います。 

 
主な事業等 学習ボランティアによるひとり親家庭児童の学習支援 

        ひとり親家庭の親・子どもの学び直しの支援 

        ひとり親家庭の親に対する資格取得の支援 

        母子家庭等就業・自立支援センターによる就業支援 

ひとり親家庭相互の交流支援 など 

 

 

 



 26 

  ・性的指向、性同一性障害などを理由とした差別が生じないよう、啓発活動を進めます。 

 
主な事業等 福井県人権センターによる相談 

      人権啓発ハンドブックの制作・配布 

人権フェスティバルにおけるパネル展示 など 

 

  ・外国人住民に対する多言語による生活情報の提供や、外国語による法律・生活相談の

実施、医療・災害時など緊急時における対応など、外国人住民が安心して暮らせる環

境づくりを推進します。 

 
主な事業等 日常必要とする生活情報などの多言語での情報提供 

日常生活を営む上で必要な日本語を学ぶ機会の提供 

外国人住民向け生活相談窓口の設置、法律・在留手続き等の無料相談会の開催 

医療・災害時における支援体制の強化 など 

 

３ 女性に対する暴力の根絶 

〇配偶者等からの暴力への対策の推進 

・配偶者からの暴力は犯罪であり、人権を侵害する重大な問題であるとの認識を深めて

もらうため、リーフレット配布やパネル展などにより、啓発活動を推進します。また、

若い世代に対しては、将来、加害者にも被害者にもならないよう、デートＤＶの啓発

など予防のための教育を行います。 

 
主な事業等 「女性に対する暴力をなくす運動」期間における啓発キャンペーン 

配偶者からの暴力に関する啓発等を実施する民間団体への支援の実施 

配偶者からの暴力に関する啓発リーフレット配布 

高校生を対象とした「デートＤＶ」防止パンフレットの配布 など 

 

・配偶者からの暴力についての相談に適切に対応するため、県内８箇所の配偶者暴力被

害者支援センターおよび関係機関において、女性相談員や医療関係者、弁護士などに

よる相談やカウンセリングを行います。また、被害者や被害に気づいた第三者からの

相談に速やかに応じ、被害者の自立支援を適切に進めるため、相談・支援に関わる関

係機関の相互連携を一層進めます。 

 
主な事業等 配偶者暴力被害者支援センターの運営 

ＤＶ被害者支援関連機関連携マニュアルの作成 

配偶者暴力に携わる初任者のための研修の実施 

配偶者暴力被害者支援センターにおける地区別窓口担当者研修会の実施 

医療関係者と協力した被害発見・通報体制の整備 

民生委員・児童委員、人権擁護委員に対する研修の実施 など 
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  ・被害者が安心して暮らすことができる住宅の確保に向けた支援や、生活再建のための

支援制度や就労に関する情報提供を行うなど、被害者の自立支援を推進します。 

 
主な事業等 被害者の緊急一時保護の実施 

自立に向けた準備のために一時的に利用できる「ステップハウス」の整備 

      県営住宅への被害者の優先入居 

一時保護期間中における被害者への経済的支援 

被害者の生活支援を行う民間シェルター運営への助成（H28～） など 

 

・配偶者暴力防止法、警察法、警察官職務執行法その他の法令の定めるところにより、

被害者に対する防犯指導や自衛手段等の教示、加害者への指導・警告などによる加害

行為の未然防止、暴力の現場への警察官の迅速な到着と暴力の制止など、暴力の拡大

の抑止に努めます。また、配偶者からの暴力が刑罰法令に抵触する場合には、被害者

の意思を踏まえ、検挙その他の適切な処置を講じて適正かつ適切に対処します。 

 
主な事業等 企業等内にＤＶ・ストーカー等の相談窓口となるレディースガードリーダーの設置 

被害者に対する防犯指導 

ステップハウス周辺等における防犯パトロール 

暴力の現場への迅速な到着に向けた取組み など 

 

〇性犯罪など女性に対する犯罪防止対策の推進 

・防犯パトロールや警察安全相談など、女性が犯罪被害者となることを防止するための

対策を進めます。また、女性による防犯サークル活動や継続的な防犯情報の発信など

により、女性の防犯意識の向上を図ります。 

 
主な事業等  企業等内にＤＶ・ストーカー等の相談窓口となるレディースガードリーダーの設置（再掲） 

地域防犯団体や地域住民による防犯パトロールの実施 

女子学生防犯サークルによる啓発活動（H28～）  

女性向け防犯情報等を提供する安全安心メールマガジンの配信（H28～）  など 

 

・被害の潜在化を防止するため、女性相談員や女性警察官による被害相談など相談しや

すい環境を整備します。また、被害者に対する事情聴取等の際、さらなる精神的被害

を与えることのないよう、被害者の心理的側面を考慮した対策を推進します。 

 
主な事業等 女性特有の相談を担当する女性警察職員（レディースパートナー）の配置 

犯罪被害者の診断書等の経費の公費負担 

性暴力被害者支援研修会の開催 など 
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  ・女性への暴力行為、ストーカー行為、性犯罪などに対し、刑罰法令に抵触する場合に

は、検挙など適正な措置を講じます。刑罰法令に抵触しない場合においても、事案に

応じて指導・警告等の行政措置を講じるなど、迅速かつ的確な対処を図ります。 

 
主な事業等 女性への暴力行為に対する迅速的確な対処の推進 

ストーカー行為への迅速的確な対処の推進 

性犯罪等の前兆と見られる事案への対応 

売春および買春・児童ポルノの根絶に向けた対策の推進 など 

 

・女性を専ら性的または暴力行為の対象として捉えたメディアに対して、福井県青少年

愛護条例の効果的な運用を図ります。また、インターネットにおける有害情報の配信

等に対する相談体制や、サイバー犯罪への対処能力の強化など、サイバー空間におけ

る県民の安全・安心確保対策を推進します。 

 
主な事業等 インターネット上の青少年に悪影響を与える情報を小中高校生の保護者に提供 

      サイバー捜査官の育成 

サイバー犯罪捜査資機材の充実・強化 など 

 

 

目標項目 現状 目標 

配偶者からの暴力の相談窓口の認知度 

［配偶者等からの暴力に関する実態調査（5 年毎の調査）］ 

３４．３％ 

（Ｈ２５年度） 

７０％ 

（Ｈ３３年度） 
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第６章 計画の推進体制 
 

男女共同参画社会の実現に向けて、本計画に記載した各種施策を総合的かつ効果的に推進する

ため、県における推進体制を充実させ、適切な進行管理を行うとともに、市町、企業、団体など

と一層協力・連携を図ります。 

 

１ 総合的な推進体制 

 〇庁内体制の整備 

 ・男女共同参画および女性活躍関連施策を総合的に推進するため、「福井県女性活躍推

進庁内連絡会議」において庁内関係各部局の一層の連携強化を図ります。 

 

〇男女共同参画に関する審議会の開催 

   ・福井県男女共同参画審議会において、男女共同参画に関する事項を調査審議します。 

 

〇年次報告書の作成 

・本計画に基づく施策の進捗状況や本県の男女共同参画の現状を年次報告書として公表

します。 

 

〇生活学習館の運営 

・県民の男女共同参画社会形成に関する多様な活動を支援する拠点として、男女共同参

画に関する講座、研修会等の開催、情報の提供に取り組むほか、女性からの様々な相

談に対応します。 

 

２ 市町、企業、団体などとの協力・連携 

〇市町男女共同参画計画等の策定の促進 

・市町における男女共同参画計画および女性活躍推進計画の策定を支援します。 

 

〇市町との連携強化 

・市町男女共同参画担当課との意見交換会などを通して、市町との一層の連携強化を図

ります。 

 

〇ふくい女性財団等への支援 

・公益財団法人ふくい女性財団の活動を支援するとともに、市町男女共同参画ネット  

ワーク等の自主的な活動団体がそれぞれの役割を十分果たすことにより男女共同参画

社会づくりが促進されるよう支援します。 


